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に
向
け
た
県
の
対
応
方
針
」
に
よ

り
、
最
終
処
分
場
問
題
対
策
委
員

会
や
行
政
対
応
検
証
委
員
会
の
報

告
書
を
も
と
に
、
県
と
し
て
、
住

民
の
方
々
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
御

理
解
や
御
協
力
を
得
て
、
対
策
実

施
計
画
書
を
策
定
し
、
着
実
に
対

応
し
ま
す
。

こ
の
対
策
実
施
計
画
書
に
は
、

答

昨
年
10
月
に
公
表
し
た

「
最
終
処
分
場
問
題
の
解
決

問の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
生
産

調
整
田
や
耕
作
放
棄
地
で
資
源
作

物
と
し
て
の
水
稲
栽
培
を
行
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
・
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

幅
広
く
、
今
後
大
き
な
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
長
期
的
な
視
野

で
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
は
、
い

ま
や
世
界
の
当
面
す
る
最
大

県
民
が
多
様
な
文
化
活
動

を
行
い
や
す
い
環
境
づ
く
り

用語解説 ※３ 「がん対策推進基本計画」とは、今年４月施行のがん対策基本法を具体化させるための施策をまとめたもので、放射線療法や化学療法の推進、相談支援体制の強化、検診受診率の向上などについ
て、今後５年間の数値目標を定めています。

※４ 「世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策」は、農地や農業用水、農村の豊かな自然環境を集落ぐるみで保全する「共同活動」や、これと一体的に行う環境こだわり農業に対して支援するものです。

答

県
の
役
割
は
、
市
町
の
取

組
に
対
し
て
必
要
な
助
言
や

文
化
振
興

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す

が
、
近
年
、
市
町
村
合
併
が
進
展

し
、
文
化
行
政
に
お
い
て
も
県
と

市
町
の
役
割
を
見
直
し
て
い
く
必

要
が
出
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
県

と
民
間
等
と
の
連
携
の
在
り
方
も

変
化
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
行
政
や
民
間
等
の
多
様

な
主
体
が
文
化
振
興
を
担
う
中
、

県
の
役
割
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
の

時
代
を
迎
え
、
本
県
で
も
、

来
年
度
の
小
学
校
教
員
採
用
予
定

者
を
今
年
度
の
５
割
増
で
募
集
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
府
県
が

教
員
を
大
量
に
採
用
し
て
い
る
中
、

今
後
、本
県
が
人
材
を
確
保
で
き
る

の
か
、教
員
を
大
量
に
採
用
し
た
場

合
、
採
用
す
る
教
員
の
質
が
低
下

し
な
い
か
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、

ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

今
後
の
持
続
的
な
取
組
に

不
安
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
集

落
に
つ
い
て
は
、
き
め
細
か
な
巡

回
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
研
修

会
の
開
催
な
ど
支
援
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。な
お
、

本
対
策
へ
の
参
加
に
至
ら
な
か
っ

た
集
落
に
つ
い
て
は
、
国
に
対
し

て
そ
の
状
況
を
説
明
し
、
よ
り
一

層
、
県
内
の
広
い
範
囲
で
取
り
組

め
る
よ
う
働
き
か
け
ま
す
。
環
境

こ
だ
わ
り
農
業
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
限
り
国
の
制
度
の
対
象
と
な

る
よ
う
市
町
と
連
携
し
、
関
係
集

落
に
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
県
と
し
て
は
、
持
続
可
能

な
農
業
・
農
村
の
実
現
を
目
指
し
、

本
対
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

答

募
集
要
項
の
発
表
時
期
や

出
願
の
受
付
開
始
時
期
を
早

め
た
り
、
県
内
や
他
府
県
の
教
員

養
成
の
大
学
で
採
用
説
明
会
を
開

催
す
る
な
ど
、
受
験
者
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
諭
経
験

者
の
受
験
年
齢
の
上
限
を
45
歳
ま

で
引
き
上
げ
、
他
府
県
で
３
年
以

上
の
教
諭
経
験
者
は
採
用
選
考
試

験
の
一
部
を
免
除
す
る
な
ど
、
多

様
な
人
材
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

採
用
す
る
教
員
の
質
に
つ
い
て

は
、
採
用
試
験
に
当
た
り
、
特
に

人
物
重
視
の
観
点
か
ら
、
ふ
さ
わ

し
い
人
材
を
十
分
見
極
め
て
選
考

し
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ
り

「
滋
賀
の
教
師
塾
」
を
開
設
す
る

と
と
も
に
、「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
制
度
」
の
仕
組
み
も
整

え
ま
す
。
採
用
後
は
、
初
任
者
研

修
、
２
年
、
５
年
、
10
年
経
験
者

研
修
に
よ
り
指
導
力
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
今
後
、
教
員
を
養

成
す
る
大
学
と
連
携
を
強
め
、
滋

賀
の
教
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人

材
の
確
保
・
養
成
を
図
り
ま
す
。

支
援
を
行
う
こ
と
、
広
域
的
な
視

点
か
ら
複
数
の
市
町
や
県
土
に
ま

た
が
る
広
域
的
施
策
を
行
う
こ

と
、
滋
賀
の
文
化
の
魅
力
を
牽
引

し
、
全
国
や
世
界
へ
発
信
し
て
い

く
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
企
業
・
大
学
な
ど
と
の
連

携
・
協
働
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
助
言
や
支
援
を
行
う
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。

栗
東
市
の

産
業
廃
棄
物
処
分
場
問
題

問

栗
東
市
の
最
終
処
分
場
問

題
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
至

っ
て
も
処
分
場
の
管
理
主
体
を
含

め
た
根
本
的
な
解
決
に
向
け
て
の

対
応
策
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

様
々
な
課
題
を
早
急
に
解
決
し
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

40
％
と
い
う
わ
が
国
の
食

料
自
給
率
の
低
さ
や
、
米
か

ら
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
を
生
産
す

る
コ
ス
ト
の
高
さ
、
こ
れ
ま
で
主

食
用
と
し
て
米
づ
く
り
を
し
て
き

問

教
員
の
確
保

た
農
家
の
思
い
入
れ
、
県
が
米
の

生
産
調
整
作
物
と
し
て
作
付
け
を

推
進
し
て
き
た
麦
・
大
豆
の
取
引

業
者
へ
の
安
定
供
給
等
を
踏
ま
え

ま
す
と
、
現
時
点
で
、
す
ぐ
さ
ま

水
稲
を
資
源
作
物
と
し
て
栽
培
す

る
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
水
稲
を

資
源
作
物
と
し
て
栽
培
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
農
業
と
い
う
産
業

の
未
来
に
も
大
き
な
可
能
性
を
も

た
ら
す
も
の
と
も
考
え
て
お
り
、

本
県
農
業
の
振
興
お
よ
び
環
境
の

保
全
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
、
情
報
収
集

と
と
も
に
調
査
研
究
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

「
生
活
環
境
保
全
上
の
支
障
を
除

去
す
る
た
め
の
効
果
的
、
合
理
的

か
つ
経
済
的
に
も
優
れ
た
対
応
策
」、

「
事
業
者
等
に
対
す
る
責
任
追
及

の
措
置
」、「
行
政
対
応
の
検
証
評

価
と
再
発
防
止
策
」
の
内
容
を
盛

り
込
み
ま
す
。
こ
の
問
題
は
発
生

か
ら
７
年
が
経
過
し
、
１
日
も
早

い
解
決
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、

平
成
20
年
度
中
に
は
、
対
策
実
施

計
画
書
に
基
づ
く
対
応
策
に
着
手

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

蔦
田
　
恵
子
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
新
た
な
基
本
構
想
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
市
町
境
界
の
設
定
に
つ
い
て

▼
税
源
移
譲
に
つ
い
て

▼
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
保
全
再
生
に
向
け
た
環
境
政
策
に
つ
い
て

▼
造
林
公
社
問
題
に
つ
い
て

▼
医
師
お
よ
び
看
護
師
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
経
済
の
活
性
化
と
企
業
立
地
に
つ
い
て

▼
新
農
政
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
対
策
に
つ
い
て

▼
淀
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
と
河
川
整
備
計
画
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て

▼
安
全
対
策
に
つ
い
て

西
川
　
勝
彦
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
問
題
に
つ
い
て

▼
農
政
問
題
に
つ
い
て

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場
問
題
に
つ
い
て

▼
医
師
の
確
保
対
策
に
つ
い
て

▼
教
育
問
題
に
つ
い
て

▼
銃
犯
罪
に
つ
い
て

▼
議
員
の
口
利
き
に
つ
い
て

清
水
　
鉄
次
　
議
員
（
対
話
の
会
・
び
わ
こ
ね
っ
と
）

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
治
水
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

▼
廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て

▼
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

▼
地
域
間
格
差
に
つ
い
て

▼
す
べ
て
の
県
民
が
安
心
で
き
る
医
療
政
策
の
展
望
に
つ
い
て

▼
快
適
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
保
全
対
策
に
つ
い
て

家
森
　
茂
樹
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

田
中
　
章
五
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
外
国
人
の
就
労
に
つ
い
て

▼
長
浜
バ
イ
オ
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
特
区
に
つ
い
て

▼
上
多
良
漁
業
協
同
組
合
に
対
す
る
県
の
対
応
に
つ
い
て

生
田
　
邦
夫
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
県
内
の
医
師
不
足
・
看
護
師
不
足
対
策
に
つ
い
て

▼
知
事
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
第
１
回
自
己
評
価
に
つ
い
て

梅
村
　
　
正
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
導
入
な
ど
県
民
参
加
の
具
体
化
に
つ
い
て

▼
文
化
芸
術
振
興
の
具
体
化
に
つ
い
て

▼
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

▼
景
観
保
全
と
開
発
と
事
前
対
策
に
つ
い
て

粉
川
　
清
美
　
議
員
（
公
明
党
）

▼
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
推
進
に
つ
い
て

▼
は
し
か
の
集
団
感
染
防
止
に
つ
い
て

▼
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

▼
女
性
特
有
の
が
ん
に
つ
い
て

▼
高
校
進
学
に
対
す
る
滋
賀
県
奨
学
資
金
に
つ
い
て

西
川
　
　
仁
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
に
つ
い
て

▼
医
療
制
度
と
医
師
・
看
護
師
の
確
保
に
つ
い
て

▼
琵
琶
湖
の
環
境
と
漁
業
に
つ
い
て

奥
村
　
芳
正
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
施
策
・
事
業
の
仕
分
け
結
果
の
動
向
に
つ
い
て

▼
は
し
か
対
策
に
つ
い
て

▼
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

成
田
　
政
隆
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
て

▼
災
害
時
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

▼
滋
賀
県
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

西
川
　
敏
輝
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
県
民
投
票
の
制
度
化
に
つ
い
て

▼
県
版
経
済
振
興
特
区
に
つ
い
て

木
沢
　
成
人
　
議
員
（
対
話
の
会
・
び
わ
こ
ね
っ
と
）

▼
滋
賀
県
情
報
発
信
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
」
に
つ
い
て

節
木
三
千
代
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
少
人
数
学
級
に
つ
い
て

▼
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

▼
県
立
高
等
学
校
の
授
業
料
値
上
げ
に
つ
い
て

▼
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

▼（
仮
称
）
イ
オ
ン
草
津
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

辻
　
孝
太
郎
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
公
社
、
事
業
団
等
外
郭
団
体
の
見
直
し
に
つ
い
て

▼
芹
谷
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て

西
村
　
久
子
　
議
員
（
湖
政
会
）

▼
美
し
い
国
づ
く
り
と
も
っ
た
い
な
い
県
政
に
つ
い
て

▼
農
業
問
題
に
つ
い
て

▼
学
校
給
食
と
食
育
に
つ
い
て

▼
教
育
に
か
か
る
諸
問
題
に
つ
い
て

今
江
　
政
彦
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
制
度
に
つ
い
て

▼
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

沢
田
　
享
子
　
議
員
（
対
話
の
会
・
び
わ
こ
ね
っ
と
）

▼
女
性
も
男
性
も
と
も
に
い
き
い
き
輝
け
る
滋
賀
の
構
築
に
つ
い
て

宇
賀
　
　
武
　
議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼（
仮
称
）
平
和
祈
念
館
の
整
備
に
つ
い
て

▼
農
業
濁
水
問
題
と
後
継
者
育
成
に
つ
い
て

山
田
　
和
A

議
員
（
自
由
民
主
党
・
湖
翔
ク
ラ
ブ
）

▼
環
境
こ
だ
わ
り
農
業
と
食
の
安
全
に
つ
い
て

▼
ビ
オ
ト
ー
プ
の
効
果
と
課
題
に
つ
い
て

▼
道
路
行
政
と
交
通
渋
滞
に
つ
い
て

中
沢
　
啓
子
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

▼
科
学
技
術
の
振
興
に
つ
い
て
〜
地
域
結
集
型
共
同
研
究
事
業
、
医

療
廃
棄
物
処
理
機
な
ど

▼
う
つ
病
、
自
殺
対
策
に
つ
い
て

▼
が
ん
対
策
に
つ
い
て

▼
安
心
し
て
産
め
る
環
境
に
つ
い
て

山
田
　
　
実
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
多
文
化
共
生
社
会
の
構
築
に
つ
い
て

森
　
　
茂
樹
　
議
員
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県
議
会
議
員
団
）

▼
県
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
に
つ
い
て

▼
ダ
ム
に
つ
い
て

▼
企
業
誘
致
奨
励
金
に
つ
い
て

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

江
畑
弥
八
郎
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
入
札
・
契
約
手
続
の
適
正
化
の
推
進
に
つ
い
て

九
里
　
　
学
　
議
員
（
民
主
党
・
県
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

▼
ア
ー
ル
・
デ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場
問
題
解
決
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

▼
新
幹
線
新
駅
問
題
に
対
す
る
県
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

6
月
定
例
会
質
問
一
覧

◆
一
般
質
問
◆

◆
代
表
質
問
◆


